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研究成果の概要（和文）：日本は今後、家族による在宅での看取りが増加することが考えられるが、世界的にみ
て看取りに関する教育は皆無である。そこで本研究の目的は、一般成人を対象とした「看取り教育」プログラム
を開発することである。
研究の方法として在宅看取りを行った家族介護者を対象にインタビュー調査を行った。半構造化面接を行い、看
取り時に必要だった知識等を質問項目とした。データは内容分析を用いた。結果として、①身体的変化、精神的
変化について知りたかったことを示し、②恐怖感情が無い場合の看取りでは、死後世界観が関連していることを
示した。この結果をもとに教育プログラムの媒体を動画にて作成した。

研究成果の概要（英文）：In Japan, the rate of end-of-life care at home by families will increase in 
the future. But there is no education to to in the future in the world. The aim of this study is to 
develop an to new education programs of an "end-of-life care education" for adults. We used a method
 interview and semi-structured interviews were conducted. The subjects were family caregivers who 
had provided end-of-life care at home. The contents were about knowledge needed at end-of-life care 
in home. Content analysis was used for analysising. We indicated that (1) they wanted to know about 
physical and mental changes, and (2) in the absence of fearful feelings, their view of the afterlife
 was relevant in end-of-life care. Based on these results, an educational program medium was created
 at video.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、在宅看取りを行う家族には、恐怖感情があることが示され、恐怖感情低減のためにも亡くなる前
の身体的・心理的変化についての情報提供が必要であることが分かった。特になるくなる前の呼吸の変化や食事
量、尿量の変化について示すことも必要であることが分かり、それをもとに動画を作成し、情報を発信した。動
画作成に当たり、訪問看護師及び在宅看取り経験者の意見をもとに、心理的負担を掛けないような動画作成を行
い、人生会議をしたみようと思える動画とした。全く恐怖感情がない看取り家族では、死後の世界観が大きくか
かわっており、死生学の醸成が必要であることも示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本の超高齢社会は、今後の医療費の高騰が問題となっている。そのため厚生労働省は病床を 
削減し、「在宅死」の割合を現在の 15%から 40%まで引き上げる目標を出した。今後は家族によ
る在宅での看取りが増加することが考えられるが、世界的にみて看取りに関する教育は皆無で
ある。生涯教育の一環として、看取りに関する教育は重要であり、日本においては急務の課題で
ある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、一般成人を対象とした「看取り教育」プログラムを開発することである。ま 
た、看取る者の「死への恐怖」は精神的負担に関連しているため、看取り教育の評価は「死への 
恐怖感情」の低減について心理尺度を用いて評価することであった。 
３．研究の方法 
1) 「在宅で看取った時に必要だった知識」についてインタビュー調査を行う。 
a.被験者 
被験者は、看取り経験のある者を対象とする。研究分担者ベッカー教授が行った「在宅での看 
取りと悲嘆」研究に参加された看取り経験のある高齢者施設入居者の元在宅介護者にお願いを
した。更に A 市にご協力いただき、在宅看取り行った家族介護者をご紹介いただけた。 
b.被験者数；成人 25 人  
c.インタビュー方法と分析 
半構造化面接を行う。看取り時に必要だった知識等を質問項目とする。データは同意を得 
た上で録音した。データは内容分析を用いて、①身体的変化 ②精神的変化について検討した。
更に③介護者の男女差を比較した。インタビュー調査より全く看取りの恐怖がなかったものを
対象として SCAT(Steps for coding and theorization)を用いて分析を行った。 
 
 
2) 教育プログラムの媒体作成 

1)より、教育プログラムの内容について下記を決定した。視覚的に学べるように、動画を自費で

作成し、YouTube にアップした。特に身体的変化について特に着目し、特に人生会議をしようと

考えられるように作成した。 

撮像スケジュールは以下のようである。 

 ・病院の場面で、患者は医師から「ガンの治療方法がもうない」と言われる 

 ・家族で自宅に帰るか緩和ケア病院に移るかの話しあいを行う 

 ・家に帰りたいと患者が意思表明をする 

 ・訪問看護師が病院に訪問する 

 ・自宅へ帰る 

 ・呼吸の変化 

 ・食事の変化 

 ・尿量の変化 

 ・介護者の体の気遣い 

 ・買い物を行っている時に息を引き取る 

 ・臨終 

 ・家族での思い出場面 

 

動画完成前にプレインタビューを行った。対象は訪問看護師 2 名、在宅介護経験者 2 名、一般成

人 1 名を対象とした。看護師からは、①誤嚥など気を付けたいので、顔の角度について強調す

る、②在宅死は看取る方にとってプレッシャーになるので病院で亡くなってもいいというコメ

ントを入れた方がいいと助言があった。在宅介護経験者からは、「動画通りの身体症状の変化が

あったので、もっと早く見たかった、心の変化の動画もあった方がいい」という発言が聞かれた。

一般成人からは、人生会議の必要性がわかり、考えさせられたと発言が聞かれた。 

 上記をもとに編集をし直し、完成とした。特に変更で注意した点は、①誤嚥について②病院で

看取る可能性もあっていいこと③熱が高い場合などは点滴をすることがあること④顔の色が

様々になることを文字として動画内に追記した。 

 

 

 
 



４．研究成果 
1) 内容分析を用いて、①身体的変化②精神的変化について検討した。また③介護者の男女差を
比較した。更に④インタビュー調査より全く看取りの恐怖がなかったものを対象として
SCAT(Steps for coding and theorization)を用いて分析を行った。 
①身体的変化については、『最後の時にどのように身体が衰えるか分からなかった不安』『呼吸の
変化について驚いた』『食事について分からなかった』『尿量について分からなかった』の 4項目
が上がった。②精神的変化については、『介護者が患者の死にゆく状態を受け入れられなかった』
『患者が死について受け入れられずにいた』『最後まであきらめない気持ち』『とうとうこの時が
きたという絶望』の 4 項目があがった。③男女差においては、看取り後の事務手続きがどうなる
かが分かってなくて難しかったということが男性の方で多く発言されていた。④恐怖を感じな
い在宅での看取りに関して，（1）死後も生きているという他界観（2）自身の他界観を大切にし
てくれる担当医の存在、（3）治療の自己選択・拒否権、（4）診療所へのアクセスのしやすさ、の
理論記述が現れた。在宅看取りの場合、介護者の他界観を無視するよりは推奨するほうが不安を
低減する可能性があることを示唆した。 
 
2) 教育プログラムの媒体作成 

インタビュー調査を基に、知りたかった知識についての身体的変化について情報が提供できる

ように動画撮影を行った。 

特に、点滴なども何もしない看取り、つまり戦前に行われていた看取り方法について示すこと、

看取り時になかなか行けないと言われていた買い物に行ってる間になくなっているという場面

にすることで、死は自然なものなので、ずっとそばについてなくても良いことを表現した。 
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